
前事業年度末
2016年12月３１日現在

当事業年度末
2017年12月３1日現在

資産合計
98,525

流動資産
80,123

流動資産
83,980

固定資産
18,401

固定資産
20,761

資産合計
104,741

有形固定資産
5,752

無形固定資産
896

投資その他の資産
11,752

株主資本
82,993

評価・換算差額等
558

新株予約権
4

有形固定資産
5,540
無形固定資産
817
投資その他の資産
14,403

前事業年度末
2016年12月３１日現在

当事業年度末
2017年12月３1日現在

負債純資産合計
98,525

株主資本
86,364
評価・換算差額等
745
新株予約権
9

流動負債
13,310
固定負債
1,658

流動負債
15,868
固定負債
1,753

負債
17,622

純資産
83,556

純資産
87,119

負債純資産合計
104,741

負債
14,969

ポイント
2
▼

ポイント
3
▼

60,206

売上高

3,819

営業利益

3,999

経常利益

2,839

当期
純利益

64,135

売上高

6,281

31,293

21,950

4,608

営業外
損益
121

売上原価

特別損失
△29

6,373

1,655

税引前
当期純利益

法人税等

6,403

経常利益

4,718

当期
純利益

前事業年度
2016年1月1日～2016年12月31日

当事業年度　
2017年1月1日～2017年12月31日

研究
開発費

販売費及び一般管理費
（研究開発費除く）

ポイント
１
▼

営業利益

資産の部 負債・純資産の部

貸借対照表の概要  （単位：百万円）

損益計算書の概要  （単位：百万円）

財務諸表の概要
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ポイント
1

キャッシュ・フロー計算書の概要  （単位：百万円）

38,685

現金及び
現金同等物の
期首残高

35,895

現金及び
現金同等物の
期末残高△1,546

△7,5936,349

財務活動による
キャッシュ・フロー

営業活動による
キャッシュ・フロー

当事業年度　
2017年1月1日～2017年12月31日

投資活動による
キャッシュ・フロー

ポイント
4
▼

ポイント
5
▼

ポイント
6
▼

資産の状況
当事業年度末の総資産は、104,741百万円と前事業年度

末に比べ6,215百万円（6.3％）増加しました。流動資産につきまし
ては、現金及び預金が15,935百万円減少しましたが、有価証券が
13,855百万円、キャッシュ・マネージメント・システム預託金が
2,744百万円、売掛金が2,555百万円増加したこと等により83,980
百万円と前事業年度末に比べ3,856百万円（4.8％）増加しました。
固定資産につきましては、長期前払費用が737百万円減少しました
が、投資有価証券が3,601百万円増加したこと等により20,761百
万円と前事業年度末に比べ2,359百万円（12.8％）増加しました。

負債及び純資産の状況
負債につきましては、17,622百万円と前事業年度末に比べ

2,653百万円（17.7％）増加しました。これは、買掛金が1,544百万円、
未払法人税等が629百万円、未払金が418百万円増加したこと等に
よるものです。
　純資産につきましては、87,119百万円と前事業年度末に比べ
3,562百万円（4.3％）増加しました。これは、剰余金の配当が1,346
百万円、当期純利益が4,718百万円となったこと等によるものです。

営業活動によるキャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前当期純利益が

6,373百万円、減価償却費が1,174百万円、仕入債務の増加額が
1,544百万円、長期前払費用の減少額が737百万円となり、売上
債権の増加額が2,562百万円、法人税等の支払額が1,263百万円と
なったこと等により6,349百万円の収入となりました。（前事業年度は
3,402百万円の収入）

投資活動によるキャッシュ・フローの状況
投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の売却及び

償還による収入が2,500百万円となりましたが、有価証券の取得に
よる支出が5,463百万円、投資有価証券の取得による支出が4,642
百万円となったこと等により7,593百万円の支出となりました。（前
事業年度は1,361百万円の収入）

財務活動によるキャッシュ・フローの状況
財務活動によるキャッシュ・フローは、主に配当金の支払額が

1,346百万円となったことにより1,546百万円の支出となりました。
（前事業年度は2,289百万円の支出）

売上高の状況
売上高は、主力製品の価値最大化及び新製品の早期市場

浸透・拡大に取り組んだ結果、販売数量が伸長し64,135百万円と
前事業年度に比べ3,928百万円（6.5％）増加しました。（2017年度
業績に関する詳細はP.2「2017年度の業績」をご覧ください。）

ポイント
4

ポイント
5

ポイント
6

ポイント
2

ポイント
3

▶▶▶詳しい財務情報は当社IRサイトをご覧ください。 鳥居薬品 IR 検 索
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